
認 定 調 査 に つ い て 

 

 

《調査日》      平日の午前 10時または午後２時の時間帯で実施します。（要相談） 

（所要時間 30分から１時間ほど；個人差あり） 

 

 

《調査場所》     自宅、または生活している場所（入院先、入所先等）で行います。 

 

 

《調査員》      いの町の介護認定調査員が調査場所に訪問します。近辺に駐車できる場所 

があればお知らせください。 

 

 

《立会い》      自宅での調査の方で特に認知症などで正確な状況をご本人が伝えられない場

合には、日常生活の様子がわかるご家族に立会いをお願いしています。 

 

 

《調査内容》    ご本人やご家族に詳しくお話を伺い、調査実施の時点やこの１週間、この１か

月のなどの日頃の状況で、全国共通の基本調査項目の選択肢を判断します。ま

た、特記事項には、調査当日の時点やこれらの期間での、介護にかかる手間と

頻度、日中や夜間での状況、具体的な介護行為などを記載していきます。 

 

 

《注意事項》    正確な情報を記録に残すために面談の様子を録音させていただきます。調査

目的以外で利用することはありませんのでご了承ください。正しく 

調査をするために、心身の状態が安定している時に実施します。ショート ステイ 

退所・入院・退院直後など、生活状況が変わった際には１週間程度経過した後に

調査します。また、手術の前後や発熱などで体調が悪い時は調査ができません。

状況が変化した場合には、早めにほけん福祉課 高齢福祉係までご連絡くださ

い。 

 

 

 

いの町ほけん福祉課 高齢福祉係 

TEL 088-893-3810（代表） 



≪訪問調査≫

調査員がご本人もしくはご家族からお聞きする内容は、以下の通りです。

③意思の伝達について

（言葉等で意思疎通が可能か）

①基本的な体の動き

（麻痺の有無、歩行等）

②日常生活状況

（買い物、調理、金銭管理、食事、

排せつ等）

④認知症等の状態について

（物忘れ、徘徊、妄想等の有無）

⑤最近受けた医療行為

（過去14日以内について）

＊麻痺の有無、歩行や立ち上がりの状態を確認する際には危険のない範囲で実際にお身体を動か

していただくことがあります。

＊訪問調査は、本人の日頃の生活状況や、介護を行う家族がどのような困りごとを抱えているの

かを把握するのが目的です。リラックスして普段の生活状況をそのまま伝えるようにしましょう。

＊本人の前では話しにくいことがある場合、事前に記入したメモを渡してただくか、調査終了後

に場所を移し、立ち合いの方から改めてお話を伺うこともできます。

メモは次ページをご活用ください。



 

 

 

 

排尿、 排便について 

トイレには自分で行くが、いつもトイレを汚すので、妻が１日に２回、便器まわりの床を掃除している。 

（行動とその頻度）    （介助の頻度）   （介助の方法） 

作話について 

日中家族が不在のため、家族が帰宅すると「○○さんがたずねてきた」「集金にきた」など、事実と異なることを毎

日のように報告する。家族はそのたびに確認を行っており手間となっている。 

（行動とその頻度）    （介助の頻度）（介助の方法） 

 

ひどい物忘れについて 

買い物の度に近所のスーパーで大量の卵を購入し、冷蔵庫の中には、食べられる量以上の卵が入れられ 

（行動とその頻度） 

ている。家族は、調理等で冷蔵庫を開けるついでに確認し、期限が切れた卵があれば捨てているが、大した手間

ではない。       （介助の頻度）                （介助の方法） 

 

火を使わないように伝えているが、自分で調理できると思っており、ガスをつけっぱなしにし、鍋を焦がすことが月

に２～３回程度みられる。（行動とその頻度） 

 

以下、メモ欄としてご活用ください。日常生活において気になっていること、お困りのことがあれば、事前にご

記入ください。 

項目 行動とその頻度 介助の頻度 介助の方法 

（例）排尿に

ついて 

(例)いつもトイレを汚す (例)１日に２回 (例)便器まわりの床を掃除 

    

    

    

 

調査の際には、介助の方法やその頻度等を聞き取りします。 

以下に、回答例をお示しします（内容はあくまで一例です）。 



同席される方へのお願い 

 

 

＊普段の状況を正しく把握できないと、適正な調査・認定ができません。 

 

① 気づいたことは遠慮なく伝える 

・調査員には、業務上知り得た秘密を守る義務が法律で課せられています。 

 

② 困っていることはできるだけ具体的に伝える 

・実例を挙げて、その頻度も合わせて伝えてください。 

・一日の中でも状況変化が大きい場合は、その状況も伝えてください。 

 

③ ありのままの状況を正確に伝える 

・調査をお受けになる方に、安心して普段通りに振舞うよう伝えてください。 

・本人の前では話しづらいような内容は、メモを渡す、または本人とは別の部屋で話すなどの方法

でお伝えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いの町ほけん福祉課 高齢福祉係 

TEL 088-893-3810（代表） 


